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古
記

吾
-
匝

iY! 

李
孤
帆
著
「
招
商
局
三
大
案
」

鈴

木

総

.. JII> 

機
械
工
業
生
産
の
支
那
へ
の
導
入
は
一
八
六
二
年
の
製
破
局

。
設
立
に
始
ま
り
、
爾
来
「
進
歩
的
し
官
僚
の
唱
道
に
基
曹
司
専

ら
岡
防
上
白
見
地
よ
り
武
器
・
間
押
葉
・
舶
舶
の
圏
内
に
於
砂
る

製
造
が
企
圃
せ
ら
れ
、
国
家
資
本
を
以
て
そ
れ
ら
白
新
式
工
業

が
開
始
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

海
運
事
業
も
か
h
る
民
族
産
業
勃
興
の
機
運
り
中
に
、
官
僚

白
支
援
の
下
に
確
立
さ
れ
る
と
と
主
左
り
、
汽
舶
合
一
位
招
商
局

白
設
立
を
見
る
こ
と
h

危
う
た
の
で
あ
る
。

同
治
十
一
年
(
一
八
占
ニ
年
)
北
洋
大
臣
李
鴻
章
は
秦
准
を
鰹

た
る
後
、
直
隷
練
鏑
局
存
款
二
十
寓
串
を
借
用
し
、
朱
共
昂
・

朱
共
詔
兄
弟
診
し
て
民
族
資
本
民
主
る
杭
結
合
枇
D
創
設
に
首

事
孤
帆
著
「
招
商
周
=
一
大
一
案
」

、

、

ら
し
め
、
己
れ
を
輪
姑
招
商
局
と
名
付
貯
た
。
招
商
局
は
一
に

は
外
人
に
よ
る
海
運
業
白
調
占
を
阻
・
且
し
て
民
族
資
本
に
よ
る

海
蓮
業
白
調
自
の
蛮
展
を
策
し
、
こ
に
は
長
江
沼
岸
よ
り
北
支

へ
り
貢
米
語
搬
の
特
擦
を
確
保
す
る
己
と
を
目
的
と
し
た
。

か
く
し
て
一
一
十
寓
串
の
官
金
と
五
寓
雨
の
同
執
事
(
立
暫
金
〉
を

資
本
と
し
て
出
費
せ
る
招
商
局
は
、
其
後
旗
昌
洋
行
の
既
設
施

ae 

設
を
買
収
し
て
、
企
業
規
模
を
損
大
す
る
と
共
に
、
民
間
よ
り

費
金
を
逐
吹
募
集
し
て
資
本
金
を
増
額
し
、

一
八
八
二
年
に
は

二
百
寓
雨
、

一
八
九
八
年
に
は
四
百
寓
閑
γ

、
一
ー
九
三

0
年
代
に

は
一
千
寓
元
以
ょ
に
培
養
し
た
。
然
る
に
か
L

る
資
本
増
額
及

ぴ
己
れ
に
伶
ム
借
入
金
増
大
に
拘
は
ら
宇
、
企
業
内
容
の
褒
展

に
は
見
る
べ
き
も
の
友
〈
、
所
有
柚
舶
数
・
航
路
教
も
殆
ん

E

国
了
欣
態
に
止
ま
り
、
業
務
不
振
り
一
迭
を
辿
っ
た
。

か
h
A

る
業
績
不
振
の
理
由
と
し
て
は
、
根
本
的
に
は
普
通
に

支
那
祉
舎
の
停
滞
性
の
原
因
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
と
E
ろ
の
内

容
を
そ
の
ま
h
保
有
す
る
こ
と
に
あ
り
、
一
般
に
支
那
近
代
工

業
不
褒
這
の
根
本
的
原
因
た
る
快
陪
を
自
己
の
企
業
形
態
の
中

に
包
蔵
す
る
黙
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。
己
の
黙
に
闘
す
る
検
討

瞳
押
V-1-T
回
巷
=
一
五
五

育事

鱗

七

襲駿、中園新工業費展且大綱、 '5頁白
玉洗、招商局之墨画典復興 z頁〈交通雑誌第一巻第三期)，
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事
弧
帆
著
「
招
商
局
王
国
文
案
」

は
支
郊
近
代
工
業
費
展
史
の
鰻
系
的
研
究
を
倹
っ
て
初
め
て
行

は
れ
ワ
る
と
己
る
で
あ
る
が
、
業
務
不
振
の
直
接
的
原
因
の
確

認
も
、
兎
も
す
れ
ば
企
業
経
皆
の
派
閥
性
・
非
公
開
性
に
災
ひ

さ
れ
て
そ
む
内
在
的
快
陥
を
筒
く
立
設
的
根
擦
に
快
如
す
る
憾

み
が
あ
る
。

然
る
に
招
商
局
経
替
の
腐
敗
が
極
度
に
達
し
そ
の
暴
紋
埼
び

難
き
に
至
る
や
、
民
間
醸
出
者
側
の
批
難
は
露
々
と
し
て
趨
り
、

恰
も
園
民
政
府
成
立
す
る
や
こ
れ
に
臆
じ
て
招
商
局
の
改
革
忙

乗
出
し
、
先
づ
そ
の
貫
情
の
調
査
に
着
手
し
清
査
整
理
ー
委
員
舎

を
設
貯
て
徹
底
的
調
査
を
行
は
し
め
た
。
己
の
結
果
、
民
園
初

年
以
来
の
招
商
局
の
業
務
欣
態
が
始
め
て
白
目
の
下
に
曝
苫
れ

る
と
と
誌
な
り
、
そ
の
快
陥
の
直
接
的
原
因
が
明
白
と
左
担
、

己
の
調
査
に
基
音
一
九
三
二
年
改
組
さ
れ
て
岡
管
'
と
な
る
に
至

っ
ち
己
)
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
「
招
商
局
三
大
ち
は
招
商

局
整
理
委
員
舎
の
中
植
を
な
す
有
能
な
る
一
委
員
が
自
ら
行
。

た
招
し
同
局
内
幕
の
調
査
を
、
後
日
に
至
り
一
書
に
取
纏
め
て
刊

行
せ
石
も
の
で
あ
る
。

第
耳
十
四
巻

第
三
貌
¥
一
↓
A

三
五
六

著
者
李
孤
帆
は
一
九
二
六
年
多
滑
査
招
J

同
局
委
員
と
た
り
、

笠
年
春
そ
の
常
務
委
員
集
秘
書
委
員
と
な
り
、
同
十
一
月
招
商

局
監
督
鹿
秘
書
晶
建
設
計
科
科
長
に
就
任
、
銃
意
調
査
に
従
事
し
‘

2

一
九
三
八
年
四
月
漢
口
分
局
「
清
賓
報
告
書
十
}
件
」
、
十
月
天

津
分
周
「
報
告
書
九
件
」
を
作
成
し
て
、
招
商
局
白
漢
口
営
事

者
及
び
天
樟
営
事
者
を
弾
劾
・
骨
訴
し
た
。

一
九
三

O
年
に
は

姉
妹
事
業
た
る
積
徐
公
司
に
関
す
る
「
報
告
書
五
章
」
を
超
車

し
た
o

E
れ
ら
は
凡
ペ
て
招
商
局
問
題
解
決
。
中
心
資
料
と
な

っ
た
貴
重
注
調
査
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
を
中
心
と
し
て

三番
年に
ー取

月 纏
D め
己 「
とノ招
で商
あ 局
る 三
。大

案
Lー

と
し
て
公
刊
せ
る
は

九

そ
の
護
表
理
由
と
し
て
著
者
の
事
げ
た
る
と
こ
札
に
よ
れ
ば

(
一
)
闘
民
政
府
は
既
に
招
商
局
の
園
営
化
を
断
行
し
た
る
を
以

て
そ
の
今
後
D
整
理
改
善
方
策
に
資
す
る
た

h
、
及
び
コ
一
)
一

般
枇
舎
白
不
正
漬
臓
に
謝
す
る
正
義
観
を
喚
起
し
以
て
中
園
枇

舎
改
良

ρ
た
め
D
他
山
白
石
と
な
さ
し
め
ん
と
す
る
の
州
、
更

に
(
一
ニ
)
著
者
D
調
査
方
法
聖
公
表
す
る
己
と
に
よ
り
一
般
に
調

査
・
監
督
方
法
と
し
て
今
後
庚
況
に
利
用
せ
ら
れ
ん
と
と
を
希

章朝、招商周耽蹄園管之面々視、四頁(交掴雑誌第一巻第三期)。
李孤帆著、招商周三大案、現代書局設行。
招商周三大案:~ 5頁。
申報年鑑('936)、N44頁。
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撃
せ
る
賠
に
あ
る
。

官
一

「
招
商
局
三
大
案
」
は

漢
口
分
局
清
査
報
告

天
津
八
万
局
清
査
報
告

積
徐
公
司
清
査
報
告

第

部

十

章

五九
章章

第

部

第

部

及
び
刑
事
訴
依
等
五
篇
白
附
録
よ
り
成
り
全
文
三
百
十
一
一
貝
よ

り
成
る
。

本
書
ほ
招
商
局
。
問
題
の
全
面
的
調
査
で
あ
り
、
賞
事
者
に

封
す
る
弾
刻
案
で
あ
る
。
一
書
を
貫
い
て
調
査
者
自
高
遁
怠
る
t

正
義
翻
が
躍
動
し
、
祉
舎
の
害
毒
主
文
除
し
以
て
中
国
枇
舎
刷

新
D
寅
践
に
費
せ
ん
と
す
る
道
義
心
を
以
て
掩
は
れ
て
ゐ
る
。

而
も
そ
れ
が
一
世
舎
革
新
家
に
あ
り
勝
ち
の
梢
も
す
れ
ば
精
密
な

る
調
査
・
審
理
主
謹
さ

v

干
し
て
徒
ち

K
調
子
主
高
揚
し
形
容
叙

述
D
累
積
を
以
て
叱
陀
詰
責
に
こ
れ
努
め
る
一
般
支
那
文
皐
者

流
D
弾
劾
案
と
異
担
、
決
定
的
な
る
重
要
調
査
資
料
を
正
確
に
〆

蒐
集
し
、
且
ヨ
そ
れ
を
慮
理
ず
る
に
優
れ
た
る
科
事
的
取
扱
E

以
で
終
始

L
、
か
く
し
て
事
叶
数
値
を
基
本
と
し

τ草
に
企
業

事
砥
帆
著
「
招
商
局
三
大
案
」

、

の
数
量
的
関
係
。
み
な
ら
守
人
事
関
係
を
も
明
確
に
推
断
し
、
J

招
商
局
内
情
白
徹
底
的
解
明
に
成
萌
し
て
ゐ
る
勲
、
ま
と
と
に

敬
意
を
表
す
る
に
足
る
。

い
ま
本
書
白
具
髄
的
特
徴
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
+
引
の
如
曹
黙

が
看
取
喜
れ
る
と
思
ふ
。

寸
研
究
の
貴
重
性
一
般
に
支
那
枇
舎
で
は
非
会
開
主
義

が
採
用
せ
ら
れ
、
人
的
中
心
の
組
織
に
基
〈
非
成
文
的
法
則
が

ま
院
し
て
ゐ
る
結
果
、
企
業
内
容
の
類
推
的
考
察
は
別
と
し
て

そ
の
正
確
在
る
寅
態
調
査
は
至
難
に
属
ず
る
l

E
白
書
は
帳
簿

主
貸
地
検
照

L
、
企
業
組
織
内
容
を
賓
詮
的
研
究
に
上
っ
て
疫

明
せ
る
賠

ι、
先
づ
第
一
に
貴
重
な
る
文
献
的
債
値
が
見
出
さ

れ
る
。
本
来
、
官
僚
と
資
本
家
と
が
結
托
し
勝
ち
の
支
那
祉
舎

に
於
て
、
か
く
O
如
昔
官
構
に
上
る
企
業
白
調
査
と
い
ふ
己
と

は
極
め
て
稀
で
あ
担
、
而
も
か
L
る
強
行
的
方
法
に
よ
る
調
査

に
よ
っ
て
の
み
、
非
公
開
主
義
的
支
那
企
業
の
経
替
内
情
は
解

明
さ
れ
う
る
o
従
っ
て
か
h

る
強
行
的
方
法
を
と
ら
し
め
た
そ

の
と
と
が
問
題
の
重
要
性
を
端
的
に
示
し
て
ゐ
る
と
共
に
、

E

の
書
の
貴
重
性
が
ま
た
そ
E
K
議
見
さ
れ
る
。
招
商
局
は
事
寅

第
五
十
四
巻

'丸

第

掠

¥ 主主

七

〆

拙稿、山西著書荘(経済論叢王f巻二鵠)'09頁。9) 



， 

支
那
最
大
白
海
運
曾
祉
に
し
て
そ
白
問
題
そ
れ
自
身
重
要
友
る

事
孤
帆
著
「
弼
商
周
三
大
案
」

問
題
で
あ
る
θ
み
な
ら
宇
、
そ
の
結
果
の
祉
舎
に
奥
へ
る
影
響

hu
深
刻
な
る
己
と
に
よ
り
、
夙
に
注
目
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
更
に
そ
れ
自
鰻
支
那
祉
舎
の
根
本
的
性
格
乃
至
は
根
・

本
的
快
陥
の
一
つ
を
露
呈
せ
る
問
題
と
し
て
、
と
の
調
査
は
筆

者
の
重
腕
し
て
ゐ
る
と
と
る
で
あ
る
。
著
者
も
そ
の
著
書
の
勢

頭
に
於
て
、
「
招
商
局
問
題
、
↓
整
個
中
園
問
題
之
縮
影
也
」
と

蓮
ペ
て
ゐ
る
。
己
の
意
味
に
於
て
、
と
白
調
査
の
も
つ
葉
要
性

は
極
め
て
高
〈
評
債
さ
れ
る
。

口
調
査
方
法
の
優
秀

4
、
統
計
的
研
究
著
者
白
賓
帳

方
法
は
統
計
材
料
を
経
と
し
歴
年
の
蕎
幌
数
値
を
緯
と
し
て
出

較
研
究
を
一
行
ひ
以
て
損
失
金
額
の
確
定
教
を
遁
求
し
て
ゐ
る
。
-

卸
ち
帳
簿
検
査
に
よ
っ
て
利
用
せ
ら
れ
る
べ
き
統
計
数
値
を
一

定
の
調
査
方
針
に
従
っ
て
選
出
し
て
必
要
注
る
統
計
系
列
を
作

成
し
、
従
来
の
信
摘
出
す
べ
き
都
市
統
計
む
成
果
を
比
較
援
用
し
、

そ
の
綜
合
的
研
究
に
よ
っ
で
、
関
さ
れ
た
る
企
業
内
部
構
造
白

カ
ラ
ク
ロ
を
数
値
的
に
隈
左
〈
分
析
解
明
し
て
ゐ
る
。
も
の
統

計
資
料
の
運
用
ほ
極
め
て
殻
果
的
で
あ
り
も
且
つ
頗
る
巧
妙
と

第
五
十
四
巻

ν、
は
る
ーミ

き
も
白

て?

あ
る

目

立
緯
自宅]

調
室ノー

O 

三
五
凡

第
三
鵠

E
確
な
る
統

計
的
数
値
に
基
堂
、
そ
の
利
用
の
上
に
、
請
負
制
度
に
よ
る
波

間
的
閥
係
の
分
析
を
行
ひ
、
い
は
ど
、
「
官
僚
U
非
資
本
主
義
的

乃
至
は
中
世
紀
的
態
度
し
の
理
解
に
ま
で
及
び
、
そ
の
貿
耕
制

度
〔
捷
型
の
請
負
制
度
)
D
快
陥
を
も
銃
〈
街
吉
、
阜
な
る
平
副

的
調
査
に
見

ιれ
血
成
果
を
牧
め
て
ゐ
る
ロ

三
民
族
企
業
の
一
特
質
の
解
明
著
者
に
主
れ
ば
「
招
商

局
者
中
園
蕎
式
街
門
興
買
耕
制
度
之
混
合
組
織
也
」
で
あ
る
。

橘
撲
氏
に
よ
り
、
張
蜘
骨
型
と
封
v
比
-
し
て
盛
宣
懐
叫
(
若
し
く
は
梁

士
詩
型
}
と
し
て
定
型
化
せ
ら
れ
た
る
官
僚
資
本
白
集
積
過
程

が
、
此
白
書
に
よ
る
招
商
局
白
偉
業
内
容
分
析
に
よ
り
側
面
的

に僚その
官盛 D 要

督宣私職
商懐有 ー を
耕活財自
に動産己
改 の化の
組基た親
さ 礎ら戚
tL地し故
た盤め奮
白でた等
はあ営の
盛つ 人
章たで族
懐があを
の 、る以
僚そ o て

陳の官埋
せ 党督め
る緒商
用十弊殆
人ーはん
理〆年官ど

日) 桶耕、支那批骨冊沼、 20ll頁。
日) 招商周三大案、 z頁。
日) 桶撲、前掲曹、 2∞頁。

の
援
護
資
料
を
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
盛
山
由
旦
懐
と
そ
は
李
鴻
章
白

庇
護
の
下
に
終
始
招
商
局
を
訓
盤
と
し
て
勢
威
主
張
り
、
特
に

招
商
局
白
官
替
商
耕
以
後
は
そ
の
全
樺
を
掌
握
し
、
そ
白
一
切



財
章
程
に
よ
っ
て
Y
あ
る
。
回
く
「
非
商
耕
不
能
謀
共
利
、
非

官
督
不
能
防
共
弊
心
と
。
モ
の
寅
、
官
替
商
耕
己
そ
は
、
官
僚
盛

宣
懐
が
招
商
局
に
向
っ
て
設
置
し
た
利
潤
の
吸
上
機
構
に
外
在

ら
泣
か
っ
た
と
断
言
し
え
上
う
。
勿
論
、
李
孤
帆
に
よ
る
分
局

白
調
査
に
於
て
は
調
査
資
料
に
制
限
せ
ら
れ
て
民
間
元
年
以
後

白
時
代
を
専
ら
調
査
し
、
盛
民
の
名
前
は
直
接
に
見
嘗
り
え
た

い
が
、
そ
の
内
幕
の
徹
底
的
調
査
に
上
り
、

'
m
h
品
交
通
部
系

官
僚
の
資
本
集
積
過
程
白
毛
細
管
的
構
法
が
充
分
想
察
さ
れ
る

賄
、
興
味
頗
る
深
き
も
白
!
が
あ
る
。
而
も
姻
戚
・
朋
薬
関
係
に

よ
る
要
職
の
猫
占
は
、
た
ピ
比
企
業
と
い
は
や
、
行
政
組
織
・

軍
職
等
支
那
枇
舎
組
織
金
般
を
通
じ
て
殆
一
ん

E
凡
ぺ
て
白
集
圏

的
閥
係
に
於
て
常
に
見
ら
れ
る
全
然
の
秘
密
で
あ
り
、
い
は
ピ

一
般
的
た
る
園
民
的
特
質
の
一
っ
と
も
見
ら
る
ペ
白
き
も
り
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
E
の
汲
問
的
性
格
回
具
購
的
表
現
形
式
白
確
認

が
軍
要
た
る
問
題
左
な
る
。

-
m
L
Z
性
格
の
究
明
と
い
ふ
結
か

ら
見
る
も
、
官
僚
の
暗
隠
せ
る
招
商
局
凸
徹
底
的
解
明
を
行
っ

て
ゐ
る
こ
の
警
の
も
つ
意
味
は
少
か
ら
中
牢
重
す
ペ
き
も
の
が

あ
る
。

李
弧
帆
著
「
招
商
局
=
一
大
案
」

四

漢
口
分
局
の
調
査
と
天
樟
八
万
局
白
調
査
と
は
殆
ん
ど
同
一
方

法
を
以
て
行
は
れ
、
不
動
産
D
み
を
切
離
し
て
設
式
せ
る
積
徐

公
司
は
自
ら
異
っ
た
調
査
一
方
法
を
と
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
本
書
の

主
要
特
色
ほ
漠
日
分
周
白
調
査
の
中
に
見
ら
れ
る
。
そ
心
中
心
、

的
問
題
は
摸
同
局
長
が
こ
の
企
業
に
於
て
如
何
在
る
役
割
を
果

し
如
何
に
中
間
搾
取
を
行
っ
て
企
業
内
容
を
危
殆
な
ら
し
め
、

招
商
局
不
振
D
直
接
的
原
因
に
な
っ
て
ゐ
る
か
の
鮪
虻
あ
る
。

本
書
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て
ゐ
る
主
要
注
る
駆
を
、
突
に
二
=
一

摘
記
す
る
a

A
万
局
.
に
除
、
帳
簿
が
一
一
部
存
在
し
て
居
り

一
は
縮
局
へ
の

報
告
用
白
帳
簿
(
報
骨
綿
周
之
属
品
川
〉
で
お
り
、
他
は
局
長
私
設
の

帳
簿
(
局
長
闘
備
之
鯨
骨
)
で
あ
る
。
後
者
は
そ
め
本
質
上
非
公
開

の
も
の
で
あ
り
、
己
の
二
重
帳
簿
の
存
在
己
そ
請
負
制
度
に
必

や
存
在
す
る
基
本
的
様
式
で
あ
る
。
請
負
制
度
に
不
可
快
在
る

中
飽
(
搾
疏
)
白
金
き
機
密
は
と
の
ご
璽
帳
簿
の
鮪
検
に
よ
っ
て

始
め
て
完
全
に
惇
呈
さ
れ
る
。
局
長
自
備
之
簿
冊
は
如
何
に
官

憲
た
り
と
も
入
手
白
法
取
〈
、
李
孤
帆
の
調
査
も
専
ら
締
局
報

第
五
十
四
巻

五

九

第

掠

章朝、前掲書、 3頁。13) 



事
孤
帆
著
「
拍
商
局
三
大
案
」

台
間
の
帳
簿
に
基
き
て
行
は
れ
叫
眼
光
紙
背
に
徹
す
る
底
の
鋭

利
た
る
鑑
識
限
に
よ
り
二
軍
帳
簿
白
秘
奥
を
衛
か
ん
と
し
て
ゐ

六 と る
八の Uー)の
の換逗で
定算貨あ
率率換る
とを算。

し民
て国
ゐ元
る年
。よ

しり
か十
るー
に年
E に

の至
間る
の間
漢凡
ロペ
市て

中 O
<D 

報
告
用
帳
簿
に
於
て
は
受
入
銀
串
と
銀
雨

雨
巷
率
は

0
・
三
五
八
五
と

0
・
五
五
と
の
聞
を
往
来
し
て
ゐ

る
。
市
中
南
替
率
を
以
で
換
算
す
れ
ば
元
年
よ
り
十
五
年
比
至

る
聞
に
て
十
一
寓
雨
の
換
算
差
額
が
不
法
に
獲
得
さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
が
算
出
さ
れ
る
。

二
右
焚
購
入
分
局
支
出
の
最
大
項
目
は
石
炭
購
入
費
で

¥
あ
る
。
石
茨
は
大
部
分
濁
占
的
犬
舎
枇
よ
り
契
約
購
入
し
、
僅

少
建
徐
部
分
を
漢
口
小
寅
石
茨
商
よ
り
購
入
す
る
に
過
ぎ
な

い
。
然
る
に
帳
簿
に
よ
れ
ば
、
卸
購
入
債
格
た
る
分
局
白
帳
付

債
格
は
市
中
小
賓
慎
格
よ
り
概
払
高
位
に
あ
る
。
特
に
民
園
七

年
よ
り
十
三
年
に
至
る
七
年
間
は
、
協
聖
公
司
上
り
凋
占
的
に

供
給
を
受
け
て
ゐ
る
が
、
そ
D
債
格
は
市
債
よ
り
屯
営
り
三
四

商
高
〈
、
そ
白
聞
の
情
弊
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
僅
か
七

第
五
十
四
巻

傍

鵠

一

ヌミ

O 

年
間
に
局
債
と
市
積
と
の
差
額
は
賓
に
白
人
高
九
六
四
一
一
嗣
に

上
る
。
「
此
種
重
大
弊
賓
は
縮
局
車
要
役
員
と
漢
口
局
長
と
の

合
停
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
綱
局
の
許
可

E
得
ペ
き
方
法
左

6
 

し
」
と
、
著
者
は
明
白
に
断
定
を
下
し
て
ゐ
る
。

此
の
外
‘
確
寅
に
立
詮
す
る
己
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、

帳
簿
記
載
が
寅
際
購
入
数
量
以
上
に
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
部
分
が

一
割
に
上
り
、
民
園
元
年
よ
り
十
六
年
に
至
る
聞
に
=
一
三
寓
雨

徐
に
遣
し
て
ゐ
る
。

ー
更
に
石
茨
購
入
費
に
闘
し
で
は
在
力
費
(
脊
カ
荷
楊
費
)
が
屯

首
り
二
銭
五
分
計
上
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
賃
際
経
費
は
毎
屯
一
銭

に
過
ぎ
令
、
従
っ
て
十
六
年
聞
に
と
の
差
額
合
計
五
寓
六
千
雨

が
局
長
白
不
法
牧
得
と
な
っ
て
ゐ
る
。

三
運
賃
手
数
料
運
賃
収
入
の
一
定
額
が
比
額
在
稽
せ
ら

れ
比
額
以
上
白
牧
入
に
闘
し
で
は
そ
白
五
%
が
コ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
局
長
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
運
賃
牧
入
が
漸
増
す
る

に
拘
は
ら
宇
、
民
園
十
一
一
一
年
迄
は
比
額
は
三
十
七
高
五
千
雨
に

据
置
か
れ
、
僅
か
に
十
四
年
に
室
り
運
賃
牧
入
激
増
の
た
め
五

十
高
商

ι増
額
さ
れ
た
。
此
白
結
果
、
局
長
牧

λ
は
常
に
相
常
多

。
頁四

民
現
頂

7

2

Z

 

案
案
案

大
大
大
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局
局
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商
商

招
招
招



額
に
上
っ
て
居
る
。
十
四
年
に
は
比
額
が
増
大
さ
れ
た
が
、
そ

。
半
面
托
於
て
局
長
の
公
費
は
一
千
繭
土
り
一
寓
爾
に
増
額
さ

れ
、
周
槻
と
し
て
月
九
百
四
十
爾
を
補
償
せ
ら
れ
、
寅
質
的
に

は
寧
る
比
額
を
切
下
げ
た
と
同
一
の
結
果
に
終
っ
て
ゐ
る
。
か

〈
し
て
二
年
よ
り
+
五
年
に
至
る
聞
に
ヨ
シ
ミ
ツ
首
ヨ

y

額
同
叩
〉
と
し
て
十
八
寓
雨
が
獲
得
さ
れ
て
ゐ
る
。

と
れ
は
包
鱗
制
度
(
請
負
制
度
)
忙
一
般
の
岡
仰
に
過
ぎ
ぬ
と

考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
本
来
普
通
白
包
耕
制
度
に
於
て
は
責
任

金
額
に
満
た
む
揚
合
が
あ
り
う
る
も
、
本
制
度
に
あ
っ
て
は
常

に
責
任
金
額
以
上
白
牧
入
が
見
込
主
れ
で
あ
り
、
局
長
に
極
め

て
有
利
に
比
額
が
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
著
者
は
己
れ
を
「
然

所
謂
包
耕
制
、
僅
匂
盈
而
不
匂
齢
、
寅
居
脚
本
局
各
分
局
間
之
一

種
怪
現
象
」
と
指
摘
し
て
ゐ
る
。

明
不
動
産
白
死
有
所
有
不
動
産
は
半
数
は
営
業
用
に
用

ひ
ら
れ
‘
利
息
牧
入
は
笠
み
難
き
も
、
半
数
は
賃
貸
さ
れ
、
そ

の
投
資
鳩
額
は
一

O
二
寓
雨
に
遣
し
、
と
れ
を
漢
口
市
普
通
投

・
資
利
率
一
割
と
し
て
活
用
す
れ
ば
年
十
高
雨
飴
の
牧
得
を
見
込

み
う
る
。
然
る
に
寅
際
賃
牧
入
と
し
て
記
録
さ
れ
亡
ゐ
る
庭
に

李
孤
帆
著
「
招
商
局
=
一
大
案
」

千許

溢

主
れ
ば
、
少
き
は
民
国
二
年
。
九
七

O
雨
よ
り
多
苦
も
十
四
年

の
一
寓
七
千
雨
に
過
ぎ
十
、
何
れ
も
年
利
二
分
に
満
た
な
い
。

従
っ
て
寅
際
賃
貸
料
は
幾
干
に
上
る
平
知
る
向
も
た
い
が
、
此

の
項
目
に
於
砂
る
舎
祉
D
損
失
額
は
民
間
元
十
六
年
間
に
百

三
十
高
繭
徐
と
算
定
さ
れ
る
。

-E共
他
舎
計
組
織
・
貸
借
針
照
表
・
辛
亥
遁
賠
客
貨

等
白
調
査
が
徹
底
的
に
行
は
れ
、
招
商
局
漢
口
分
局
の
内
幕
は

残
る
隈
な
く
暴
露
喜
れ
て
ゐ
る
。

五

以
上
に
大
要
を
摘
記
せ
し
如
く
、
公
然
の
牧
入
た
る
局
長
牧

入
及
び
運
賃
ヨ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
除
昔
、
漢
口
局
長
が
十
六
年

間
に
不
法
牧
得
廿
る
も
の
は
買
に
百
寓
爾
以
上
正
上
り
、
五
確

に
計
算
す
れ
ば
更
に
私
大
た
る
数
字
に
逮
す
る
で
あ
ら
う
。
な

ほ
之
と
共
に
不
動
産
死
蔵
等
本
来
と
れ
を
活
用
す
れ
ば
企
業
の

所
得
と
し
て
獲
得
し
う
べ
き
も
の
百
数
十
寓
爾
の
額
K
達
し
、

彼
此
相
合
す
れ
ば
漢
口
周
D
損
失
は
寅
に
莫
大
な
る
敢
に
上

る
。
而
も
こ
の
こ
と
は
天
樟
局
に
於
て
も
積
録
公
司
に
於
て
も

多
か
れ
少
か
れ
同
一
に
見
ら
れ
る
事
情
で
あ
り
、
招
商
局
替
業

第
五
十
四
血
管

六

第
三
親

ー-

招商局三大案、 20頁 。 ( 肩 酎 筆 者 }17) 



本
来
か
〈
白
如
昔
粧
替
朕
態
を
招
来
廿
る
も
の
は
警
官
一

僚
を
中
心
と
せ
る
涯
閥
的
徒
輩
に
主
る
企
業
白
私
産
化
に
あ
る
↑

と
見
ら
れ
る
n

事
賓
、
招
商
局
が
盛
宣
健
に
よ
っ
で
そ
の
会
構
一

を
掌
握
せ
ら
れ
た
る
に
雁
じ
、
光
緒
十
九
年
施
紫
卿
が
漢
口
局
一

長
に
就
任
以
来
、
賓
に
三
十
徐
年
間
漠
局
は
盛
氏
腹
心
た
る
施
一

氏
の
世
襲
的
私
業
と
な
り
、
各
古
川
舶
由
貿
耕
忙
至
る
迄
悉
〈
施
一

民
一
族
院
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
の
で
あ
Z
。

一

著
者
李
孤
帆
は
革
命
政
府
の
命
に
よ
り
と
白
内
情
を
審
さ
に
一

調
査
し
、
銑
意
そ
の
究
明
K
努
め
て
招
商
局
の
病
患
を
街
曹
、
一

説
者
を
し
て
殆
ん

E
疑
問
を
探
む
録
地
一
泣
か
ら
し
め
る
ま
で
明
一

瞭
に
と
の
聞
の
寅
情
を
間
明

L
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
著
著
は
右
一

の
如
き
制
服
埜
の
腐
敗
を
資
ら
し
め
た
具
醐
閥
的
要
因
を
崎
郡
一
的
諒
一

負
制
度
忙
あ
り
と
断
定
し
て
、
そ
の
根
本
的
映
陪
を
辛
媒
に
批
…

判
し
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
、
と
の
書
は
招
商
局
問
題
の
直
接
的

要
因
を
銃
く
分
析
す
る
と
共
広
、
そ
白
根
本
的
候
陥
に
言
及
し
、

問
題
目
会
商
的
解
決
に
成
萌
し
て
ゐ
る
賄
、
頗
る
注
目
K
値
ひ
一

す

る

貴

重

白

文

献

で

あ

る

と

云

ひ

う

る

。

一

糞

報

8
 

不
振
の
理
工
同
も
容
易
に
柏
崎
解
せ
ら
れ
る
白
で
あ
る
。




